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交 通 事 故 を 無 く す 町 へ
交
通
事
故
死
者
ゼ
ロ
一
〇
〇
〇
日
を
達
成
し
た
金
山
町
。
今
後
も
さ
ら
に
求
め

ら
れ
る
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
。
交
通
事
故
死
者
ゼ
ロ
一
〇
〇
〇
日
表
彰
伝
達
式

の
様
子
と
記
録
達
成
ま
で
の
取
り
組
み
を
振
り
返
り
ま
す
。

町
に
表
彰
状
と
記
念
品
が
伝
達

　

金
山
町
で
は
、
平
成
十
八
年

十
一
月
十
二
日
以
来
、
町
内
で

交
通
事
故
死
者
が
発
生
し
て
お

ら
ず
、
八
月
八
日
二
十
四
時
を

も
っ
て
交
通
事
故
死
者
ゼ
ロ
一

〇
〇
〇
日
を
達
成
し
ま
し
た
。

八
月
十
日
に
は
、
来
賓
各
位
、

各
関
係
団
体
の
長
ら
を
迎
え
、

金
山
町
交
通
事
故
死
者
ゼ
ロ
一

〇
〇
〇
日
表
彰
伝
達
式
が
、
役

場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
式
で
は

ま
ず
初
め
に
、
福
島
県
交
通
対

策
協
議
会
（
会
長
・
佐
藤
雄
平

福
島
県
知
事
）
か
ら
の
表
彰
状

が
、
森
合
正
典
会
津
地
方
振
興

局
長
か
ら
長
谷
川
律
夫
町
交
通

対
策
協
議
会
長
に
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。
続
い
て
五
十
嵐
廣
和
会

津
坂
下
警
察
署
長
か
ら
記
念
品

と
し
て
、
町
を
イ
メ
ー
ジ
し
て

作
成
さ
れ
た
イ
ラ
ス
ト
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

　

席
上
森
合
局
長
は
、「
こ
の

一
〇
〇
〇
日
達
成
を
契
機
と
し

て
交
通
事
故
死
者
ゼ
ロ
を
末
永

く
継
続
し
て
欲
し
い
」
と
あ
い

さ
つ
し
ま
し
た
。
ま
た
、
五
十

嵐
署
長
、
渡
部
菊
男
町
議
会
副

議
長
が
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

式
の
最
後
に
長
谷
川
会
長
が
、

「
日
頃
の
関
係
団
体
の
努
力
や

協
力
に
感
謝
し
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
二
〇
〇
〇
日
、
三
〇
〇
〇

日
と
交
通
事
故
死
者
の
無
い
町

に
し
て
い
き
た
い
」
と
謝
辞
を

述
べ
ま
し
た
。

町
民
み
ん
な
の
ち
か
ら

表彰状を手渡される長谷川会長

金山町をイメージして描かれたイラスト 交通事故死者ゼロ１０００日を知らせる掲示板

日
頃
の
感
謝
と

今
後
の
誓
い
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交 通 事 故 を 無 く す 町 へ
　

今
年
度
は
、
高
齢
者
向
け
の

交
通
安
全
教
室
を
開
催
し
、
横

断
歩
道
歩
行
シ
ス
テ
ム
に
よ
る

映
像
疑
似
体
験
と
、
Ｊ
Ａ
Ｆ
の

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
体
験
車
に
よ
る

衝
撃
体
験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

教
室
に
は
約
三
百
名
の
町
民
が

参
加
し
、
交
通
安
全
に
つ
い
て

の
認
識
を
更
に
深
め
ま
し
た
。

こ
の
参
加
者
数
は
、
県
内
の
同

じ
よ
う
な
教
室
の
参
加
者
数
を

み
て
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
と
の
こ

と
で
す
。

交
通
安
全
へ
の
高
い
認
識

　

交
通
安
全
の
大
切
さ
を
町
民

の
み
な
さ
ん
に
広
く
呼
び
か
け

る
広
報
活
動
を
毎
年
行
っ
て
い

ま
す
。
今
年
度
も
警
察
官
の
制

服
に
身
を
包
ん
だ
金
山
小
、
横

田
小
の
児
童
が
、
パ
ト
カ
ー
で

町
内
を
巡
回
し
な
が
ら
、
各
事

業
所
を
訪
れ
て
広
報
活
動
を
行

い
交
通
安
全
へ
の
認
識
を
高
め

ま
し
た
。

参加者の高い意識がうかがえる交通安全教室

　

町
で
は
、
町
内
を
通
行
す
る

車
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
調
査

も
行
い
ま
し
た
。
調
査
を
通
行

量
が
多
い
通
勤
時
間
帯
に
行
う

こ
と
で
、
運
転
者
自
身
へ
の
注

意
喚
起
を
す
る
と
と
も
に
、
シ

ー
ト
ベ
ル
ト
未
着
用
者
の
行
動

変
容
を
促
す
努
力
も
し
ま
し

た
。
調
査
結
果
や
警
察
署
か
ら

の
報
告
を
み
る
と
、
運
転
席
や

助
手
席
と
比
較
し
て
後
部
座
席

で
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
率
は

や
や
低
い
よ
う
で
す
。
乗
車
時

は
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
し
っ
か
り

と
着
用
す
る
習
慣
を
つ
け
ま
し

ょ
う
。

　

今
回
、
金
山
町
が
交
通
事
故

死
者
ゼ
ロ
一
〇
〇
〇
日
を
達
成

出
来
た
の
は
、
第
一
に
町
民
一
人

ひ
と
り
の
交
通
安
全
へ
の
高
い

認
識
が
あ
っ
た
こ
と
は
言
う
ま

で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
加

え
、
金
山
町
交
通
対
策
協
議
会

を
始
め
、
会
津
坂
下
地
区
交
通

安
全
協
会
金
山
分
会
、
同
横
田

分
会
、町
交
通
安
全
母
の
会
、町

交
通
教
育
専
門
員
、町
シ
ル
バ
ー

交
通
安
全
推
進
隊
等
の
関
係
団

体
が
実
施
し
て
い
る
街
頭
で
の

交
通
指
導
や
、
広
報
活
動
等
の

交
通
安
全
に
対
す
る
日
々
の
弛た

ゆ

ま
ぬ
努
力
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

　

全
国
的
な
交
通
事
故
死
者
数

は
年
々
減
少
傾
向
が
み
ら
れ
ま

す
。
し
か
し
会
津
管
内
で
は
僅

か
で
は
あ
り
ま
す
が
増
加
し
て

い
て
、
そ
の
中
で
も
歩
行
者
の

死
者
数
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

交
通
量
の
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い

金
山
町
で
も
、
道
路
の
横
断
や

車
の
運
転
な
ど
に
は
十
分
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

　

今
後
も
こ
の
ま
ま
交
通
事
故

死
者
ゼ
ロ
を
長
期
間
に
わ
た
り

継
続
し
て
い
く
に
は
、
町
民
一

人
ひ
と
り
が
交
通
安
全
に
対
す

る
高
い
認
識
を
持
ち
続
け
る
こ

と
が
大
切
に
な
り
ま
す
。

高
齢
者
向
け

交
通
安
全
教
室

関
係
団
体
の
協
力
と

町
駐
在
所
の
指
導

交
通
安
全
広
報
活
動

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
調
査

交
通
事
故
死
者

ゼ
ロ
の
継
続

街頭での交通安全指導

　

ま
た
、
着
任
直
後
に
「
交
通

事
故
死
者
ゼ
ロ
一
〇
〇
〇
日
を

達
成
し
た
い
」
と
語
っ
た
会
津

坂
下
警
察
署
金
山
駐
在
所
の
菊

田
修
朗
警
部
補
、
同
横
田
駐
在

所
の
須
藤
雄
介
巡
査
部
長
の
熱

心
な
指
導
が
あ
っ
た
こ
と
も
忘

れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
今
後
も

こ
れ
ら
関
係
団
体
の
協
力
、
町

に
駐
在
し
て
い
る
お
二
人
の
指

導
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
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今
回
の
総
合
検
診
受
診
者
八
百

八
十
人
全
員
が
行
っ
た
検
査
項
目

で
、
精
密
検
査
や
通
院
治
療
の
継

続
が
必
要
と
さ
れ
た
方
が
最
も
多

か
っ
た
の
は
血
圧
測
定
で
、
そ
の

数
は
五
百
七
人
（
五
十
八
パ
ー
セ

ン
ト
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

血
圧
に
注
意
が

半
数
超
す

　

通
常
年
齢
を
重
ね
る
と
血
圧
は

上
昇
傾
向
が
み
ら
れ
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
高
血
圧
は
他
の
病
気

よ
り
も
比
較
的
自
覚
症
状
が
な
い

病
気
と
さ
れ
て
お
り
、
自
覚
症
状

が
現
れ
た
時
に
は
、
す
で
に
生
死

に
関
わ
る
病
気
に
進
行
し
て
い
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
か

ら
高
血
圧
は
、
サ
イ
レ
ン
ト
キ
ラ

ー
（
沈
黙
の
殺
人
者
）
と
呼
ば
れ

て
い
ま
す
。
自
覚
症
状
が
な
い
か

ら
と
い
っ
て
安
心
し
て
そ
の
ま
ま

放
置
せ
ず
に
、
早
め
に
医
療
機
関

を
受
診
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

気
を
つ
け
た
い

高
血
圧

半数以上が注意が必要との結果が出た血圧測定

今
年
度
の
総
合
検
診
は
、
特
定
健
診
（
四
十
歳
か
ら
七
十
五
歳

未
満
の
方
）
が
五
百
三
十
六
名
、
後
期
高
齢
者
健
診
（
七
十
五

歳
以
上
の
方
）
が
三
百
四
十
名
、
そ
の
他
の
健
診
四
名
で
、
合

計
八
百
八
十
名
の
受
診
が
あ
り
ま
し
た
。
金
山
町
に
お
け
る
特

徴
を
み
て
い
き
ま
す
。

健
康
長
寿
の
ス
ス
メ

平
成
21
年
度

総
合
検
診
受
診
結
果

　

続
い
て
血
液
検
査
（
脂
質
）
の

三
百
三
十
六
人
、
尿
検
査
の
百
六

十
六
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

を
見
て
も
血
圧
測
定
で
精
密
検
査

や
通
院
治
療
の
継
続
が
必
要
と
の

検
査
結
果
が
出
た
方
の
多
さ
が
際

立
っ
て
い
ま
す
。

受診者全員へ実施した検査結果
【精密検査が必要とされた人数】

心電図
検　査 眼底検査 尿検査 血圧測定 血液検査

（血糖値）
血液検査
（脂質）

特 定 健 診 20 43 79 110 21 107
後期高齢者健診 35 46 8 53 14 36

その他の健診 0 0 0 2 1 0
合　　計 55 89 87 165 36 143

【通院の継続が必要とされた人数】
心電図
検　査 眼底検査 尿検査 血圧測定 血液検査

（血糖値）
血液検査
（脂質）

特 定 健 診 27 6 143 38 108
後期高齢者健診 53 73 197 29 85

その他の健診 0 0 0 2 0 0
合　　計 80 79 342 67 193
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大
腸
の
精
密
検
査
が
必
要

な
方
が
十
人
に
一
人

　

受
診
内
容
ご
と
の
検
査
結
果
を

み
る
と
、
大
腸
が
ん
検
診
で
精
密

検
査
が
必
要
と
診
断
さ
れ
た
方

が
、
受
診
を
希
望
し
た
方
の
十
パ

ー
セ
ン
ト
と
最
も
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。
続
い
て
胃
が
ん
六
パ
ー
セ

ン
ト
、
前
立
腺
が
ん
四
パ
ー
セ
ン

ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。
他
の
検
診

で
同
じ
診
断
を
さ
れ
た
方
と
比
較

し
て
も
、
大
腸
が
ん
検
診
で
精
密

検
査
が
必
要
と
診
断
さ
れ
た
方
は

多
い
と
い
え
ま
す
。

増
加
し
て
い
る
大
腸
が
ん

　

現
在
、
が
ん
は
数
多
く
の
種
類

で
私
た
ち
人
間
を
苦
し
め
て
い
ま

す
。
が
ん
の
部
位
別
死
亡
数
で
大

腸
（
結
腸
や
直
腸
）
が
ん
は
、
毎

年
の
よ
う
に
そ
の
名
を
上
位
に
連

ね
て
い
ま
す
。
大
腸
が
ん
に
か
か

る
率
を
年
代
別
や
男
女
差
で
み
る

と
、
年
代
別
で
は
五
十
代
付
近
か

ら
増
加
傾
向
が
み
ら
れ
、
年
齢
を

重
ね
る
ほ
ど
そ
の
割
合
が
増
し
、

男
女
差
で
は
、
男
性
の
か
か
る
率

が
高
い
傾
向
が
み
ら
れ
ま
す
。
こ

の
こ
と
か
ら
も
高
齢
化
率
の
特
に

高
い
金
山
町
で
は
、
注
意
す
べ
き

病
気
と
い
え
ま
す
。

　

今
年
度
の
総
合
検
診
は
、
昨
年
度
か
ら
開
始
さ
れ
た
特
定
健

診
の
内
容
を
一
部
見
直
し
て
実
施
し
ま
し
た
。
従
来
の
検
査
項

目
に
加
え
、
町
独
自
に
検
査
項
目
（
血
液
中
の
ク
レ
ア
チ
ニ
ン

検
査
、
心
電
図
検
査
、
眼
底
検
査
）
を
増
や
す
な
ど
し
て
総
合

検
診
の
更
な
る
充
実
を
図
り
ま
し
た
。
検
診
結
果
を
経
年
的
に

み
て
い
く
こ
と
で
自
身
の
健
康
状
態
や
食
習
慣
、
運
動
習
慣
、

飲
酒
喫
煙
等
の
嗜
好
物
の
有
無
と
い
っ
た
生
活
習
慣
が
お
の
ず

と
見
え
て
き
ま
す
。

　

今
回
の
総
合
検
診
で
精
密
検
査
が
必
要
と
の
結
果
が
出
て
い

て
も
自
分
は
症
状
が
無
い
か
ら
関
係
な
い
と
思
う
こ
と
な
く
、

医
療
機
関
を
き
ち
ん
と
受
診
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
れ
に

加
え
て
、
生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
に
自
身
の
生
活
習
慣
を
見

直
し
て
、
正
し
い
生
活
習
慣
を
こ
こ
ろ
が
け
る
こ
と
も
重
要
で

す
。
ま
た
、
年
に
一
回
の
総
合
検
診
や
医
師
か
ら
求
め
ら
れ
て

い
る
検
診
は
忘
れ
ず
に
受
診
し
、
自
身
の
健
康
管
理
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

定期健診の確実な
受診と生活習慣の
見直しをしましょう

受診者が希望した検査ごとの検査結果
（精密検査が必要とされた人数／検査を受けた人数）

胃がん検診 大 腸 が ん
検 診

前立腺がん
検 診

Ｃ 型 肝 炎
検 査

胸 部
レントゲン

特 定 健 診 19／341 42／487 5／149 0／3 13／510
後期高齢者健診 9／132 33／300 5／103 0／0 17／356

その他の健診 ― ― ― ― ―
合　　計 28／473 75／787 10／252 0／3 30／866

※検査を受けた人数は検査希望者数により異なります。

年に一度は忘れずに受診したい総合検診
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子供たちに確かな成長の跡

　８月、目黒愛次さん（大塩）宅の畑で写真のよう
なトマトが実を付けました。大きなトマトにミニト
マトがくっついたような、とても珍しい形をして
います。味はどうなのか？中身はどうなっているの
か？さまざまな疑問がわいてきませんか。その後こ
のトマトは、目黒さん宅の食卓に上り美味しくいた
だいたとのことです。気になる味は「他のトマトと
変わらず甘かった」との感想でした。

夕食のため飯ごうで米を研ぐ子供たち

カボどん、カボ子ちゃんの
イラストを持つ大竹さん

ハート形？のトマトが採れた

　山っ子スクールが８月４日、５日と沼沢湖畔キャンプ場を中心に行われ、金山、三島、
昭和の３町村内の小学校５、６年生１３名が参加しました。
　これは、夏の大自然の中での共同生活や自然体験をとおしてたくましい心と体を育て、
３町村の子供たちが交歓しあい友情を深めることを目的として、金山町中央公民館、三
島、昭和各公民館が主催しています。今回参加した子供たちは惣山登山、飯ごう炊さん
などを体験し互いの友情を深め合い、ひとまわりたくましくなった表情で帰路につきま
した。

目黒さん宅の畑で採れた珍しい形のトマト

　このほど、町の特産品「奥会津金山赤カボチャ」
のキャラクターイラストを色鉛筆画家の大竹惠子さ
ん（大志出身）が描きました。これは、奥会津金山
赤カボチャ生産者協議会（五十嵐誠一会長）の依頼
を受け大竹さんが作成したものです。イラストは今
後、のぼり旗などに利用され奥会津金山赤カボチャ
の販売店などに設置されます。作成にあたり大竹さ
んは、「多くの方々に愛されるキャラクターになり、
奥会津金山赤カボチャがどんどん広がっていくこと
を楽しみにしています」と話しました。

販売拡大への起爆剤になるか
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只見川をカメラに収める乗客たち

　ＪＲ只見線の臨時列車「風っこ会津只見号」が８月８日、９日と運行しました。停車
駅となった会津川口駅では、短い停車時間の中で、ホームに降りて霧が立ち上る只見川
を眺めたりカメラに収めたりする乗客の姿が見られました。また、町や町観光情報セン
ターのスタッフにより冷たい麦茶が乗客に振る舞われました。駅舎や駅ホームには、風
を呼び込むオープンウィンドウの列車を見ようとする熱狂的な鉄道ファンがつめかけ、
列車に施された昆虫や植物などの自然をかたどった装飾をカメラに収めようとする姿も
ありました。

川霧が立ちこめる中トロッコ列車が走る

２日間運行した「風っこ会津只見号」

　上横田山中踏切隣に作られた花畑の看板
落成式が８月９日に行われ、地域住民ら約
４０人が落成を祝いました。この花畑は、
米の減反政策に端を発する景観形成作物と
して上横田営農組合が作っており、管理は
今年度みどりのふるさと協力隊として町に
派遣されている都築朋恵さんが行っていま
す。席上菅家和洋組合長が「上横田の田ん
ぼは、絶対に無くさない」と力強くあいさ
つしました。また、都築さんは「花のなご
みガーデンという名前のとおり、見ていて
地域の人たちの心がなごむような花畑にし
ていきたい」と意気込みを語りました。落
成式後は、近くの大権現清水に移動して、
流しそうめんや地元産の野菜をおいしくい
ただき地域の交流を深めました。

地域住民の
心を癒す空間が完成

花畑管理の意気込みを語る都築さん（右）

除幕する町長、菅家組合長、上横田地区の子供たち
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郷里で祝う大人への第一歩

　お盆恒例の金山町成人式は８月１５日、
開発センターで開かれました。式には今年
度めでたく成人を迎える２３人のうち１８
人が出席し、列席した来賓らが、新成人の
門出を祝いました。式では新成人一人ひと
りの名前が呼ばれ、代表して菅家工

のり

明
あき

さん
（滝沢）に長谷川町長から成人証書が授与
されました。続いて長谷川町長が「若い力
で道を切り開き、目標の実現に向けて努力
して欲しい」と式辞を述べました。また、
長谷川盛雄町議会議長、五ノ井泰夫町選挙
管理委員長が祝辞を述べました。最後に新
成人を代表して諏佐遥さん（小栗山）が「両
親に感謝し、これからは高い志を持ち夢や
目標を叶えるために努力していきたい」と
誓いの言葉を述べました。

それぞれの夢に向かって歩み出す新成人たち

責任と権利が与えられた新成人たち
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士気が高まる金山町チーム

活発な意見交換がなされた懇談会

士気高め
目指すは初戦突破

　只見川電源流域振興協議会地域懇談会が８月
１９日、開発センターで行われ町内の団体関係
者ら２０人が参加しました。同協議会（構成町
村は金山、三島、昭和、柳津、只見、檜枝岐、
南会津）はこの１０年間、交流人口の増加やＰ
Ｒ活動、地域の魅力再発見などの観光事業に取
り組んできました。懇談会では今後１０年間の
振興計画作成へ向けた活発な意見交換がなされ
ました。協議会の構成町村は過疎化、高齢化等
共通の問題を抱えています。今後も協議会と地
域住民とが相互につながり協力することが重要
となります。

１０年後の金山はどうなるのか
奥会津のこれからを考える

金
山
町
チ
ー
ム
選
手

　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

▼
監
督
兼
選
手

　

五
ノ
井　

泰　

範（
水　

沼
）

▼
コ
ー
チ
兼
選
手

　

須　

佐　

康　

弘（
川　

口
）

　

坂　

内　
　
　

譲（
玉　

梨
）

▼
選
手

　

菅　

家　

友　

一（
川　

口
）

　

栗　

田　

健　

司（　

〃　

）

　

髙　

木　

弘　

志（　

〃　

）

　

佐
々
木　

貴　

之（
小
栗
山
）

　

押　

部　

邦　

昭（
八　

町
）

　

長
谷
川　

兼　

士（
西　

谷
）

　

栗　

田　

友　

幸（
本　

名
）

　

雪　

下　
　
　

明（　

〃　

）

　

長
谷
川　

秀　

利（
橋　

立
）

　

栗　

田　
　
　

勝（
板　

下
）

　

五
ノ
井　

和　

博（　

〃　

）

　

滝　

本　

成　

彦（　

〃　

）

　

大　

竹　

修　

一（
宮　

崎
）

　

佐　

藤　
　
　

旭（　

〃　

）

　

五
ノ
井　

智　

徳（
水　

沼
）

　

加　

藤　
　
　

拓（
大
栗
山
）

　

須　

藤　

雄　

介（
横　

田
）

　

渡　

部　

貴　

裕（　

〃　

）

　

須　

佐　

光　

夫（
上
横
田
）

　

滝　

沢　

俊　

輔（　

〃　

）

　

伊　

藤　
　
　

敬（
大　

塩
）

▼
ふ
る
さ
と
選
手

　

諏
江　
　

健（
小
栗
山
出
身
）

　

長
谷
川
貴
宏（
西　

谷
出
身
）

　

横
田　
　

淳（
上
横
田
出
身
）

　

大
竹　

豊
和（
山
入
二
出
身
）

※
ふ
る
さ
と
選
手
は
、
他
市
町

村
、
他
県
在
住
者
で
も
出
身
中

学
の
あ
る
市
町
村
か
ら
五
名
以

内
に
限
り
参
加
可
能
で
す
。
今

回
参
加
す
る
四
名
は
い
ず
れ
も

会
津
若
松
市
在
住
で
す
。

　

今
大
会
に
町
の
大
き
な
期
待

と
町
の
誇
り
を
胸
に
戦
い
に
挑

む
二
十
八
名
の
選
手
へ
向
け
た

み
な
さ
ん
の
暖
か
い
ご
声
援
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

試
合
当
日
は
、
応
援
バ
ス
を

運
行
し
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

※
応
援
バ
ス
の
詳
細
は
後
日
回

覧
し
ま
す
。

　第３回市町村対抗福島県軟式野球大会に出場す
る金山町チームの結団式は８月１８日、開発セン
ターで行われました。式には出場選手や関係者ら
約２０名が参加しました。諏佐茂夫町体育協会長
の開会の言葉に続き長谷川町長が「金山町の名を
県下にとどろかせるような活躍を期待しています」
と激励の言葉をおくりました。その後、選手一人
ひとりが自己紹介し、練習にも熱を帯びてきたチ
ームの結束をより一層固めました。最後に主将を
務める須佐光夫さんが選手を代表して「まずは初
戦突破、そして昨年以上の成績を目指します」と
大会に向けての強い決意を語りました。先に行わ
れた組み合わせ抽選会の結果、初戦の相手は西白
河郡泉崎村（人口約６７００人）に決定していま
す。試合は、１０月４日（日）午前１１時３０分福
島市のあづま球場でプレーボール予定です。
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　かねやまキッズクラブのカナディ
アンカヌー体験が８月２３日、沼沢
湖で行われました。これは中央公民
館の主催で行われ町内の小学校から
１２名が参加しました。初めに奥会
津カヌークラブスタッフの説明を聞
き、スタッフ１名に児童２名でカヌ
ーに乗船しました。体に対して少し
大きめのオールに手こずりながらも
なんとかオールを漕ぐ児童もいまし
た。体験終了後は「楽しかった」と
感想が聞かれ、夏休みの良い思い出
ができたようでした。

カナディアンカヌーを楽しむ子供たち

夏休みの思い出が
また一つ

　第３３回職域対抗ソフトボール大
会は８月２５日、２６日、金山中学
校校庭で行われました。これは、町
体育協会主催で今年は３年ぶりの開
催となりました。今回は４チームが
出場し、トーナメント方式で優勝を
争いました。両日ともに好プレーに
は選手を讃える歓声が上がっていま
した。２６日の決勝には、金山町商
工会と金山町役場が駒を進め、試合
は巧みな投球術で金山町役場打線を
翻弄し、打撃でも隙のない攻撃をみ
せた金山町商工会が、見事優勝の栄
冠を手にしました。

高校球児に負けない
熱き戦い

熱戦を繰り広げる選手たち

優勝した金山町商工会チーム

優　勝　金山町商工会
準優勝　金山町役場
第３位　川口高校
第４位　金山中学校

成　績
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　尾瀬街道“妖精の里かねやま”ツーデーウォークは８月２９日、３０日と開催されま
した。これは只見川電源流域振興協議会と奥会津ウォーク実行委員会の主催によるもの
です。２９日の沼沢湖周遊コース（１７、１２、７キロメートルの３コース）には約３
５０人が参加し、３０日の大塩運動場を起点とする只見川展望コース（１８、１２、６
キロメートルの３コース）には約２５０人が参加しました。県内外から参加した多くの
ウォーキング愛好者は、曇り空の中、早くも秋の気配がうっすらと感じられる金山の大
自然を満喫しながら、思い思いのペースで歩いていました。

ウォーキングで健康づくり

沼沢湖をスタートする１７キロコースの参加者

ウォーキングを楽しむ金山中の生徒たち（太郎布地内）

豆腐などのサービスが好評だった宮崎上野サービスポイント

完歩を目指し気合いを入れる参加者（大塩運動場）

秋の気配が感じられる田園風景（大塩地内）

スイカなどが振る舞われた田沢チェックポイント
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こ
れ
か
ら
の
予
定

★
９
月
★

▼
16
日（
水
）

•
運
転
免
許
更
新

　

午
前
9
時
〜
開
発
セ
ン
タ
ー

•
ス
ー
パ
ー
キ
ッ
ズ

　

午
後
7
時
〜

 

旧
横
田
中
体
育
館

▼
18
日（
金
）

•
膝
腰
痛
予
防
教
室

　

午
前
9
時
30
分
〜

 

横
田
公
民
館

▼
19
日（
土
）

•
川
口
保
育
所
・
横
田
保
育
所

　

合
同
運
動
会

　

午
前
９
時
〜

 

中
川
グ
ラ
ウ
ン
ド

▼
21
日（
月
）

•
金
山
町
敬
老
会

　

午
前
10
時
〜　

町
民
体
育
館

★
10
月
★

▼
4
日（
日
）

•
町
村
対
抗
軟
式
野
球
大
会

　

午
前
11
時
30
分
〜

 

あ
づ
ま
球
場
（
福
島
市
）

▼
8
日（
木
）

•
行
政
相
談

　

午
前
10
時
〜　

金
山
町
役
場

▼
11
日（
日
）

•
金
山
町
消
防
団
秋
季
検
閲
式

　

午
前
10
時
〜

 

中
川
グ
ラ
ウ
ン
ド

お
知
ら
せ

納期限
9月30日まで

今月の納税
●
国
民
健
康
保
険
税　
　

3　

期

●
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料　
　

2　

期

●
介

護

保

険

料　
　

3　

期

●
水

道

使

用

料　
　

9
月
分

●
保

育

料　
　

9
月
分

貸
し
出
し
さ
れ
る
防
護
服

職
場
の
労
使

困
り
ご
と
相
談
会

　

県
と
県
労
働
委
員
会
で
は
、

日
頃
、
賃
金
や
労
働
条
件
を
め

ぐ
る
労
使
間
の
困
り
ご
と
を
抱

え
な
が
ら
も
平
日
の
相
談
や
来

所
に
よ
る
相
談
が
で
き
な
い
県

民
の
要
望
に
応
え
る
た
め
、
日

曜
日
に
出
張
し
て
労
働
相
談
会

を
行
い
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
し
、

費
用
は
無
料
で
す
。

※
労
使
困
り
ご
と
相
談
は
、
相

談
会
以
外
で
も
来
所
、
電
話
、

メ
ー
ル
等
で
随
時
受
け
付
け
て

い
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

▼
開
催
日
時

　

十
月
四
日（
日
）

　

午
前
十
時
〜
午
後
三
時

▼
会
場

　

会
津
若
松
市

 

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

◎
問
い
合
わ
せ

　

県
労
働
委
員
会

☎
0
2
4
–
5
2
1
–
7
5
9
4

個
人
住
民
税
の
年
金
か
ら
の

引
き
落
と
し（
特
別
徴
収
制
度
）

　

地
方
税
法
の
改
正
に
よ
り
平

成
二
十
一
年
十
月
か
ら
個
人
住

民
税
の
公
的
年
金
か
ら
の
特
別

徴
収
制
度
が
始
ま
り
ま
す
。

　

し
か
し
金
山
町
で
は
、
今
年

度
か
ら
の
公
的
年
金
か
ら
の
特

別
徴
収
は
行
わ
ず
、
平
成
二
十

三
年
四
月
か
ら
実
施
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
公
的
年
金
か

ら
の
特
別
徴
収
対
象
者
は
、
平

成
二
十
三
年
四
月
一
日
現
在
、

六
十
五
歳
以
上
の
公
的
年
金
受

給
者
で
、
前
年
中
の
年
金
所
得

に
係
る
個
人
住
民
税
の
納
付
義

務
が
あ
る
方
が
対
象
と
な
り
ま

す
。

※
特
別
徴
収
制
度
の
導
入
は
、

納
税
方
法
を
変
更
す
る
も
の
で

あ
り
、
納
税
者
に
新
た
な
税
負

担
が
生
じ
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
を

お
願
い
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
…
税
務
係

 

☎
54
–
5
1
2
1

案　
　
　
内

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

対
策
本
部

　

世
界
的
に
猛
威
を
振
る
う
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
日
本
国

内
で
も
流
行
期
に
入
り
、
国
内

で
も
死
者
が
発
生
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
町
は
、「
金
山
町
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
本
部
」

を
役
場
本
庁
舎
住
民
課
内
に
設

置
し
ま
し
た
。
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
感
染
者
は
、
県
内
は
も

と
よ
り
近
隣
自
治
体
で
も
報
告

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
ィ
ル
ス

の
侵
入
を
防
ぐ
た
め
に
、
外
出

時
の
マ
ス
ク
着
用
や
日
常
生
活

で
の
手
洗
い
う
が
い
を
励
行
し

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
体
力
を
高

め
抵
抗
力
を
つ
け
る
た
め
に
、

十
分
な
休
養
と
バ
ラ
ン
ス
の
良

い
栄
養
摂
取
を
す
る
な
ど
し
て

感
染
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ
…
保
健
医
療
係

 

☎
54
–
5
1
3
5

蜂
駆
除
用
防
護
服
の

貸
し
出
し

　

町
で
は
、
蜂
の
駆
除
作
業
の

際
に
着
用
し
、
蜂
か
ら
身
を
守

る
防
護
服
（
ネ
ッ
ト
付
き
ヘ
ル

メ
ッ
ト
、
つ
な
ぎ
、
手
袋
、
長

靴
）
を
購
入
し
ま
し
た
。
防
護

服
は
、
役
場
本
庁
及
び
横
田
出

張
所
に
一
式
づ
つ
備
え
ら
れ
て

お
り
、
無
料
で
貸
し
出
し
を
行

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
季

節
に
獰
猛
か
つ
攻
撃
的
と
な
る

蜂
の
駆
除
作
業
の
際
に
ご
活
用

く
だ
さ
い
。
な
お
、
防
護
服
を

着
用
し
て
い
て
も
作
業
時
は
十

分
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
…
保
健
医
療
係

 

☎
54
–
5
1
3
5

結核予防週間
９月２４日（木）から９月３０日（水）は、結核予防週間です。 1221.9.10　広報かねやま



就
職
フ
ェ
ア
Ｉ
Ｎ
あ
い
づ

▼
日
時

　

九
月
十
七
日（
木
）

•
面
接
会

　

午
後
一
時
〜
午
後
四
時

•
求
職
者
向
け
個
別
相
談

　

午
前
十
時
三
十
分
〜

 

午
後
三
時
三
十
分

▼
会
場　
ア
ピ
オ
ス
ペ
ー
ス

※
求
人
事
業
所
は
約
五
十
社
の

予
定
で
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

会
津
地
域
雇
用
創
造

 

推
進
協
議
会

 

☎
0
2
4
2
–
27
–
8
6
5
0

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.aizu-koyou.com

ご
寄
付
に
感
謝

ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金

　

次
の
方
か
ら
金
山
町
ふ
る
さ

と
応
援
寄
付
金
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

●
東
京
都
江
戸
川
区
の
渡
辺
幸

子
さ
ん
か
ら
五
万
円

●
東
京
都
世
田
谷
区
の
五
十
島

良
治
さ
ん
か
ら
五
万
円

●
神
奈
川
県
川
崎
市
の
滝
沢
雄

司
さ
ん
か
ら
一
万
二
千
円

●
茨
城
県
取
手
市
の
高
橋
誠
さ

ん
か
ら
一
万
円

●
匿
名
希
望
の
一
名
の
方
か
ら

五
万
円

　

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

ふ
く
し
ま

就
職
応
援
セ
ン
タ
ー

　

県
は
、
離
職
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
方
等
の
休
職
者
に
対
す
る

就
職
や
生
活
支
援
、
企
業
の
人

材
確
保
を
実
施
す
る
窓
口
を
県

内
四
カ
所
に
開
設
し
ま
し
た
。

▼
開
館
日

　

月
曜
日
〜
土
曜
日

▼
開
館
時
間

　

午
前
十
時
〜
午
後
七
時

◎
問
い
合
わ
せ

　

会
津
若
松
窓
口

　

会
津
若
松
商
工
会
議
所

 

☎
0
2
4
2
–
27
–
8
2
5
8

公
証
週
間

　

十
月
一
日
か
ら
七
日
は
、
公

証
週
間
で
す
。

　

公
証
制
度
は
、
公
務
員
で
あ

る
公
証
人
が
大
切
な
遺
言
・
契

約
の
公
正
証
書
の
作
成
等
、
国

の
公
証
に
関
す
る
事
務
を
取
り

扱
う
制
度
で
す
。

　

遺
言
や
当
事
者
間
の
取
り
決

め
を
公
正
証
書
に
し
て
お
け

ば
、
後
の
ト
ラ
ブ
ル
を
防
止
し

権
利
や
財
産
を
守
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

会
津
若
松
公
証
役
場

☎
0
2
4
2
–
37
–
1
9
5
5

　

金
山
町
で
は
、
今
年
度
か
ら

光
フ
ァ
イ
バ
ー
を
町
内
各
家
庭

に
く
ま
な
く
整
備
す
る
事
業
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ひ
と
く

ち
に
、「
光
フ
ァ
イ
バ
ー
で
町

内
全
域
に
通
信
網
を
整
備
し
ま

す
」と
言
っ
て
も
実
際
に
は「
何

が
ど
う
変
わ
る
の
」
と
疑
問
に

思
う
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
今
月
号
か
ら
毎
月

シ
リ
ー
ズ
で
事
業
の
内
容
と
提

供
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
解
り
や
す

く
説
明
し
て
い
き
ま
す
。

•
ど
う
し
て
光
フ
ァ
イ
バ
ー

が
必
要
な
の
？

　

ま
ず
、
第
一
に
都
市
部
と
の

情
報
通
信
の
格
差
が
大
き
い
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
テ
レ
ビ

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
様
々

な
情
報
が
得
ら
れ
る
時
代
で
す

が
、
当
町
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
な

い
地
域
が
大
多
数
で
あ
り
、
時

代
に
取
り
残
さ
れ
た
地
域
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

二
番
目
に
は
、
過
疎
化
の
問

題
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が

使
え
な
い
地
域
で
は
、
企
業
が

活
動
し
て
い
け
ず
、
生
活
が
不

便
で
あ
る
た
め
若
者
が
流
出
し

て
い
ま
す
。
逆
に
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
が
使
え
る
な
ら
日
本
中
の

光
の
未
来
が
や
っ
て
く
る
！
《
第
一
回
》

ど
こ
か
ら
で
も
転
入
し
て
く
る

人
が
い
ま
す
。

　

過
疎
化
に
歯
止
め
を
か
け
雇

用
の
場
を
確
保
し
魅
力
あ
る
町

づ
く
り
・
地
域
づ
く
り
を
進
め

て
い
く
た
め
に
は
、
な
に
は
な

く
と
も
光
が
必
要
で
す
。

•
ど
ん
な
事
業
を
行
う
の
？

　

現
在
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー
の
利

用
方
法
と
し
て
以
下
の
三
つ
を

予
定
し
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

①
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
再
送

信
（
町
が
事
業
者
）

②
光
ケ
ー
ブ
ル
を
使
っ
た
防
災

無
線
家
庭
受
信
機
の
設
置

（
現
在
の
無
線
方
式
か
ら
有

線
方
式
に
切
り
替
え
ま
す
）

③
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用

（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
が
事
業
者
）

　

来
月
は
、
地
デ
ジ
の
再
送
信

に
つ
い
て
詳
し
く
解
説
し
て
い

き
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
…
政
策
財
政
係

 

☎
54
–
5
2
2
2

募　
　
　
集

町
臨
時
職
員（
一
般
事
務
）

　

金
山
町
臨
時
職
員
を
次
に
よ

り
募
集
し
ま
す
。

▼
採
用
予
定
人
員

一
名

▼
雇
用
期
間

平
成
二
十
一
年
十
月
一
日
か

ら
六
カ
月
間

▼
受
付
期
間

九
月
十
八
日（
金
）ま
で

※
な
お
、
詳
細
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
…
上
下
水
道
係

 

☎
54
–
5
3
1
5

秋の全国交通安全運動
期間　平成２１年９月２１日（月）から

９月３０日（水）までの１０日間
スローガン
「知らせよう　ここにいるよと　反射材」
～９月３０日（水）は、
「交通事故死者ゼロを目指す日」です。～
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　レントゲンには物質透過性がありますので、歯や
顎の骨を透かしてその内部を探ることができますか
ら原因がわからないような症例においては、診察の
補助となりうることがあります。しかしレントゲン
を撮るまでもなく診断が下せるような「明らかな虫
歯」というような場合でも「習慣的に」レントゲン
が撮影されていることが多いのも事実です。つまり
「診療上」撮影するのではなく、「経営上」撮影さ
れていることが多いのです。
　私個人としては、歯科においてレントゲン撮影を
要する症例は顎骨内に発生した腫瘍の拡大範囲を見
たり、外傷における骨折の有無、根っこの治療を始
めたがそこから膿が出て止まらない等の症例である
と考えます。
　私が赴任してからまだ、これらの症例にあたった
ことはありませんが、レントゲンは使い方によって
は非常に便利である反面、放射線ですから撮影する
際、患者さんは最小限ではありますが被爆するので
すから安易に撮るべきものではないと考えます。
◎問い合わせ　金山国保診療所　☎５４－２０３１

歯科診療における
レントゲン撮影の必要性

市川公久 歯科医

診療所歯科のレントゲン設備

区　分 管　内
（件）

金山町
（件） 区　分 管　内

（件）
金山町
（件）

空き巣ねらい １ 自転車盗 ４
忍込み ３ 自販機ねらい ３ １
事務所荒し １ 車上ねらい ６
出店荒し ７ 強制わいせつ
自動車盗 ２ 街頭犯罪合計 ２７ １
オートバイ盗 全刑法犯 ７２ １

　

金
山
町
で
は
七
月
中
の
刑
法

犯
の
発
生
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
全
刑
法
犯
に
は
街
頭
犯
罪
以

外
（
器
物
破
損
、
暴
行
、
傷
害
、

万
引
き
、
詐
欺
な
ど
）
の
犯
罪

発
生
件
数
が
含
ま
れ
ま
す
。

会
津
坂
下
警
察
署
か
ら
の

お
知
ら
せ

訪
問
型
オ
レ
オ
レ
詐
欺
に
注
意

•
警
察
や
金
融
機
関
関
係
者
が

自
宅
を
訪
問
し
、
キ
ャ
ッ
シ

ュ
カ
ー
ド
な
ど
を
預
か
っ
た

り
、
電
話
で
口
座
番
号
や
キ

ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の
暗
証
番

号
を
聞
い
た
り
す
る
こ
と
は

な
い
の
で
教
え
な
い
。

•
相
手
の
職
場
の
名
称
、
係
名
、

電
話
番
号
を
聞
き
相
手
が
名

乗
っ
た
職
場
に
確
認
す
る
。

•
不
審
者
の
訪
問
や
、
不
審
電

話
が
あ
っ
た
場
合
に
は
す
ぐ

警
察
に
通
報
す
る
。

町
内
街
頭
犯
罪
等
発
生
状
況

（
平
成
二
十
一
年
一
月
一
日

か
ら
七
月
三
十
一
日
）

会
津
坂
下
消
防
署
金
山
出
張
所

か
ら
の
お
知
ら
せ

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
新

築
住
宅
に
つ
い
て
は
義
務
設
置

と
な
っ
て
い
ま
す
。
既
存
住
宅

も
平
成
二
十
三
年
六
月
一
日
よ

り
設
置
が
義
務
と
な
り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

会
津
坂
下
消
防
署

 

金
山
出
張
所

 

☎
55
–
3
1
0
0

診療所歯科
　　だより
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図 書 室 だ よ り

北村薫 著（文藝春秋　刊）
第１４１回直木賞受賞作
～昭和の戦前期を舞台にハイソな日常
に潜むミステリーを描いた連作短編。～

◆図書館の利用状況（ 7月分）
月間貸出冊数　69冊　（うち児童書　20冊）

◆県立図書館本の紹介
○太一×ケンタロウ　男子ごはんの本
 国分　太一・ケンタロウ著（株式会社M.co）
○環境（エコ）生活のススメ
 箕輪　弥生著（飛鳥新社）
○指圧による治療法
　 クリス・ジャーメイ著（産調出版）

　貸し出しは 1人 3冊まで、貸し出し期間は 2週間
です。土曜日も利用できます。

◎問い合わせ　中央公民館 ☎５４-５３６０

☆　あたらしい本が入りました　☆
一般向け

磯崎憲一郎 著（新潮社）
第１４１回芥川賞受賞作
～妻はそれきり１１年口を利かなかっ
た…。３０をすぎて結婚した男女の遠
く隔たったままの歳月。～

一般向け

松谷みよ子 著
ひらやまえいぞう 絵（童心社）
～みんなが知っているおいしい食べ
ものたちが、うごきだすよ。～

児童向け
鷺と雪

終の住処

きゅうりさんととまとさんと
たまごさん

ポプラ社 著（ポプラ社）
～本の中で出てくる列車にゾロリと悪
者が大集合します。～

児童向け かいけつゾロリ
きょうふのちょうとっきゅう

宮下病院だより宮下病院だより

　自分や家族がインフルエンザにかかったかもしれないと思った方
は、次のことを心がけましょう。

病院に行くほど症状が重くない場合
１．咳が人にかからないようにする
２．手をこまめに洗う　
３．可能なら家族と別の部屋で過ごす
４．水分補給をこまめにする　
５．十分な睡眠を心がける

　看病する人はマスクを付け、看護した後はこまめに手洗いをしま
しょう。病人の使用した食器や衣類は通常の洗濯・洗浄・乾燥で消
毒できます。自宅療養していても次のような症
状が出たら、病院を受診してください。

１．呼吸が速く、息苦しい、胸が痛い
２．顔が土気色、青白い
３．嘔吐や下痢が続いている
４．小児の場合は落ち着きがない、遊ばない、反応が鈍いなど

　その場合、必ず病院に電話をしてから受診しましょう。また、病
院に行く場合はマスクをするか、ハンカチなどで口と鼻を覆い、他
の人へうつるのを防ぎましょう。病院で薬をもらって飲んでも３日
以上発熱が続くような場合は、病院に問い合わせてください。自宅
療養の期間は、熱が下がってから２日目までですが、症状が無くな
ってからも周囲の人を守るため、発熱やせき、のどの痛みなどの症
状が始まった日から数えて７日目までは、できるだけ外出しないよ
うにしましょう。

新型インフルエンザ
について

内科　後藤　直子 先生

あ の 人 こ の 人
８月届出（敬称略）
こんにちは赤ちゃん

該当はありませんでした。

お二人で幸せに

該当はありませんでした。

霊よ安らかに

須　佐　正　弘（68歳）上横田
諏　江　マサ子（90歳）小栗山

※このコーナーに掲載を希望されない方は、
届け出時に申し出て下さい。

金山町の人口（ 9月 1日現在）

世 帯 数　1,148世帯（＋ 1）
人　　口　2,644人　（－ 3）
　 男 　　1,250人　（－ 2）
　 女 　　1,394人　（－ 1）

※（　）内は先月比
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生涯学習のマスコット
マナビィくん

　

今
月
は
、
八
月
十
五
日
に
め

で
た
く
成
人
式
を
終
え
た
町
内

の
新
成
人
二
十
三
人
の
中
で
、

た
だ
一
人
町
に
残
り
、
現
在
は

Ｊ
Ａ
会
津
み
ど
り
金
山
総
合
支

店
金
山
給
油
所
に
勤
務
す
る
菅

家
工
明
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま

し
た
。

誇
れ
る
仕
事

　
「
オ
ー
ラ
イ
、
オ
ー
ラ
イ
。

オ
ー
ケ
ー
で
す
」
給
油
所
に
響

き
渡
る
菅
家
さ
ん
の
大
き
な

声
。
車
を
誘
導
し
給
油
開
始
で

す
。「
給
油
後
の
支
払
い
な
ど
、

お
金
の
管
理
に
は
十
分
注
意
し

て
い
ま
す
。
給
油
の
他
に
も
タ

イ
ヤ
交
換
、
洗
車
等
や
る
こ
と

は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
」
と
語

る
そ
の
目
に
は
、
仕
事
に
対
す

る
誇
り
が
読
み
取
れ
ま
す
。

金
山
の
自
然
が
魅
力

　
「
成
人
式
で
久
し
ぶ
り
に
み

ん
な
と
再
会
し
ま
し
た
が
、
変

わ
っ
て
な
か
っ
た
で
す
。
町
に

残
る
の
は
一
人
だ
け
で
す
が
、

寂
し
く
は
な
い
で
す
。
町
か
ら

離
れ
て
い
る
友
達
の
話
を
聞
く

と
、
都
会
へ
の
憧
れ
を
感
じ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
金
山
の

き
れ
い
な
自
然
が
好
き
な
の
で
、

町
に
貢
献
し
た
い
で
す
」
と
力

強
く
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

将
来
の
大
き
な
目
標

　
「
Ｊ
Ａ
に
勤
め
て
い
る
の
で

農
業
に
関
心
が
あ
り
ま
す
。
将

来
は
、
自
分
の
力
で
大
き
な
田

ん
ぼ
で
の
米
作
り
や
、
い
ろ
い

ろ
な
農
作
物
栽
培
を
し
て
み
た

い
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
米
の

収
穫
時
期
な
ど
は
家
の
手
伝
い

を
し
て
い
ま
す
」
と
将
来
の
目

標
に
向
け
た
準
備
に
も
余
念
が

あ
り
ま
せ
ん
。

　

若
者
ら
し
い
屈
託
の
な
い
笑

顔
と
す
が
す
が
し
い
態
度
が
印

象
的
な
菅
家
さ
ん
。
将
来
、
金

山
を
支
え
る
大
き
な
力
と
な
っ

て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

真剣な表情でのタイヤ交換作業

金山の将来を担う新成人

菅家 工
の り

明
あ き

さん（滝沢）
すがすがしさが好印象の菅家さん

おじゃまします

　

福
島
県
文
化
振
興
事
業
団
が

実
施
す
る
フ
ァ
ミ
リ
ー
シ
ア
タ

ー
と
し
て
「
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
ア

ン
サ
ン
ブ
ル
」
の
公
演
が
、
十

月
七
日（
水
）午
後
二
時
か
ら
御

神
楽
館
で
行
わ
れ
ま
す
。
町
内

の
小
中
学
生
全
員
が
公
演
を
鑑

賞
し
ま
す
が
、
一
般
の
方
も
無

料
で
入
場
で
き
ま
す
。

　

公
演
で
は
、
中
国
の
伝
統
的

な
楽
器
で
あ
る
二
胡
、
中
国
琵

琶
、
馬
頭
琴
な
ど
に
ピ
ア
ノ
が

加
わ
り
、
ア
ジ
ア
悠
久
の
響
き

を
奏
で
ま
す
。
二
胡
を
演
奏
す

る
姜
建
華
（
ジ
ャ
ン
ジ
ェ
ン
ホ

ァ
）
さ
ん
は
、
二
〇
〇
三
年
に

ゴ
ー
ル
ド
デ
ィ
ス
ク
大
賞
特
別

賞
を
受
賞
し
て
お
り
、
多
数
の

交
響
楽
団
で
の
演
奏
、
他
の
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
と
の
共
演
や
テ
レ

ビ
出
演
等
幅
広
く
活
躍
中
の
演

奏
家
で
す
。

　

み
な
さ
ん
も
、
こ
の
機
会
に

本
物
の
舞
台
芸
術
に
触
れ
て
み

ま
せ
ん
か
。

御
神
楽
館
で
音
楽
公
演

本
物
の
舞
台
芸
術
を

演
奏
曲
は
次
の
と
お
り
で
す
。

•
映
画
「
ラ
ス
ト
エ
ン
ペ
ラ
ー
」

の
テ
ー
マ
か
ら

•
ハ
ン
ガ
リ
ア
舞
曲
第
五
番

•
ジ
ム
ノ
ペ
テ
ィ
ー
第
一
番

•
荒
城
の
月 

他

町
民
ハ
イ
キ
ン
グ
開
催

　

十
月
十
二
日
（
月
・
体
育

の
日
）
に
町
民
ハ
イ
キ
ン
グ

を
開
催
し
ま
す
。
秋
の
さ
わ

や
か
な
風
を
感
じ
な
が
ら
猪

苗
代
湖
畔
を
歩
い
て
み
ま
せ

ん
か
。

◎
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　

中
央
公
民
館

 

☎
54
–
5
3
6
0
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